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１. はじめに
2008年に ｢教育職員免許法施行規則｣ の一部が改正され, 2010年度以降,
大学に入学して教職課程を履修する学生には, ｢教職に関する科目｣ の１
つとして ｢教職実践演習｣ という新設科目 (２単位) が必修となった｡ こ
の改正により, ｢総合演習｣ (本学での科目名称は ｢教職総合演習｣) は
｢教職実践演習｣ に取って代わった｡
この新設科目の目的は, 教員として必要な知識・技能を修得したことを
｢確認｣ することにある｡ そして, 教職課程の ｢総仕上げ｣ に位置づけら
れ, ４年次後期に開講されている｡ この科目の授業内容は, (1) 使命感や
責任感, 教育的愛情に関する事項, (2) 社会性や対人関係能力に関する事




もない｡ 本稿では教員養成課程における ｢教職実践演習｣ の授業において,
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上記の (2) および (3) の目的に関して, 受講生が教員として必要な知識・
技能を身につけているかを確認するために実施した ｢教師学訓練 (Teacher




日付 朝日新聞)｡ 教員は学校教育法第11条で ｢体罰を加えることはできな
い｣ と禁止されているにもかかわらず, なぜそのような不法行為が繰り返




なら僕にも教師がつとまる｣ という魚屋さんの指摘に尽きる (島田, 2015)｡
つまり, 生徒に対する対人関係スキルを十分修得しておらず, 専門職とし
ての自覚のない教師が, 教師という ｢権威｣ に頼って, そして, 自分の感
情にまかせて, 生徒に暴力をふるうのである｡
教師学訓練は, 家庭における親と子どもの効果的な人間関係の確立を目
指した ｢親業訓練 (Parents Effectiveness Training ; P.E.T.)｣ から派生し
たプログラムである｡ ちなみに, 関連するプログラムとして, 職場におけ
る上司と部下の効果的な人間関係の確立を目指したリーダー訓練 (Leader














ともすると, 教師は ｢権威｣ をもって対処しようとする｡ これでは生徒の
自立心は育たない｡ 教師学訓練は教師という権威に頼らない方法 ― 問題
をもった生徒が自分自身で解決策を見出すように援助する対話技術を教え
てくれる｡ 教師学訓練の実践は, ｢生徒を変える｣ ことから ｢教師が変わ
る｣ という意味で斬新的であり, 教師が変われば生徒も変わる (島田,









ownership) の考え方｣ に基づいて, 誰が ― 生徒か教師か ― 問題を所
有するのかを考えることである｡ 例えば, 生徒が授業中に隣の級友と私語




題をもつことになる｡ 誰が問題を所有するかは ｢行動の４角形 (rectangu-
lar)｣ で整理する｡ 教師が問題を所有する領域と問題なし領域は ｢受容ラ
イン (acceptance line)｣ で区分される (図１)｡ 受容ラインの高さは個々
の教師によって異なるし, 同じ教師のそれであっても状況によって刻々と
変化する｡
問題なしであれば, 当然, 対応する必要もないが, 生徒が問題をもって
いる場合は ｢能動的な聞き方 (active listening)｣ で対応し, (生徒の言動


























い教師は, 例えば, 生徒は教師の話を聞くべきであると, ｢～すべきであ
る｣ というビリーフ意識が強く, 生徒のちょっとした問題行動が許せない｡
さらに, 上司 (管理職), 同僚, 生徒, 保護者等からの教師に課せられた


















図３：能動的な聞き方 (Gordon, 1974, p. 68に基づく)










Ｓ：うん｡ だから, 規則を作ったらええんや｡ そしたら, 迷うこともない
し｡






















生徒とかかわる場合, 教師は ｢あなたメッセージ (You-message)｣ で




で対応することを教えている｡ 私メッセージでは主語は常に ｢わたし｣ で
ある｡ 自分の感情を生徒に伝えて相手の行動変容を期待する｡ 具体的には,
図４に示すように, (1) 受け入れられない生徒の言動, (2) その言動が教
師に与える影響, そして, (3) その影響により教師の内部にひきおこされ
た感情を, 順次, 生徒に伝える｡
例えば, ある生徒が授業中に隣の生徒とひそひそ話を始めたとする｡
｢(あなたは) ひそひそ話をやめなさい｣ と ｢あなた｣ メッセージを発する
のではなく, ｢君が隣の子とひそひそ話をすると (生徒の言動), わたしは
気になって授業に集中できず (教師への影響), イライラするんだ (教師






｢教職実践演習｣ の事前準備として, ｢教育実習｣ 中に実際に起こった
生徒への対応 (言葉のやりとり) を対話文の形式で５セット記述すること
をレポートとして課した｡ その教育実習中に記録しておいた生徒とのやり
とりをデータとして, (1) ｢非受容を表すことば｣ の分類, (2) ｢行動の４
角形｣ への分類 (3) ｢能動的な聞き方｣ の練習, (4) ｢私メッセージ｣ の
練習を教職実践演習の授業時間に行った｡ 以下, 順にその手順と結果を考
察する｡
Gordon (1974) は, 非受容を表すことばとして ｢コミュニケーションの





















くは非受容を表すことばとして分類されている｡ その中でも, (4) 助言や










３人１組のグループを作り, その３人にそれぞれ教師役, 生徒役, コメ
ント役の役割を割り当てた｡ なお, その役割は順次, ローテーションによ













この事例では, 問題は解決していない｡ そして, 学校をやめたいという







Ｔ：大変やなあ, けど, 食べへんかったら元気出ーへんよ｡ 元気なかった
らクラブできひんし, 倒れるで｡
Ｓ：それは困りますよ｡ じゃ, できるだけ頑張って食べます｡


















た｡ しかし, その教師はその生徒を教師の権威に頼って叱ることなく, 私
メッセージで対応している｡ ｢自分らが掃除してくれんかったら｣ と生徒
の行動を挙げ, ｢教室もきれいにならんし｣ とその影響を説明し, ｢先生は
嫌やわ～｣ と教師自身の感情を伝えている｡ 教師の気持ちが伝わったのか,
生徒は ｢じゃあがんばるわ｣ と掃除することに同意し, 問題は解決してい
る｡
５. まとめ
本稿は, ｢教職実践演習｣ の授業の一環として, 教員として必要な知識・
技能の修得を ｢確認｣ するために実施した ｢教師学訓練｣ プログラムの実
践報告である｡ このプログラムは, 教師という権威に頼らずに, 生徒と効
果的な人間関係を築くためのスキルを修得することを目標としている｡ こ
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as a Teacher Education Program
SHIMADA Katsumasa
Teacher Effectiveness Training (T.E.T.) is a teacher education program
which aims at the establishment of effective relations between teachers and
students. The program begins by determining who has the problem, student
or teacher. If the student, the teacher applies active listening to discover the
feelings behind the problem and feeds those feelings back to the student. If
the teacher, she /he should deliver an I-message to the student to indicate
how the problem makes her /him feel.
Student teachers were required to describe their interactions with students
during teaching practice, and to analyze the interactions based on the T.E.T.
framework. Finally, they were asked to discuss how they should have com-
municated with the students through reflecting on their role-play practice.
